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５０．４．１現在

南
茅
部
町
と

佐
井
村
が
姉
妹
町
に

連
絡
船
上
で
調
印

北
海
道
南
茅
部
町
の
開
町
の
歴
史
を

ひ
も
と
い
た
と
こ
ろ
、
江
戸
時
代
享
保

三
年
（
一
七
一
八
年
）
に
当
村
出
身
の

東
出
屋
多
五
右
衛
門
と
い
う
人
が
移
住

し
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を

縁
に
南
茅
部
町
の
申
し
出
を
受
け
た
当

村
で
は
、
「
こ
ち
ら
が
先
祖
で
も
、
養

殖
漁
業
で
は
、
南
茅
部
町
に
学
ぶ
こ
と

が
多
い
」
と
い
う
こ
と
で
二
百
六
十
年

の
伝
統
が
実
を
結
び
、
去
る
三
月
二
十

五
日
南
茅
部
町
と
津
軽
海
峡
の
青
函
連

絡
船
松

前
丸
船
上
で
、
姉
妹
町
提
携
調

印
式

が
行

な
わ
れ

ま
し

た
。
南
茅
部
町

か
ら
は
佐
藤
町
長

、
下

池
町
議
会
議
長

ら
八
人

、
当
村

か
ら
は
松
谷
村
長
、
東

出

議
長

ら
十
五
人

が
出

席
し
、
松
谷
村

長
が
喜

び
の
あ
い
さ
つ
、
佐
藤
町
長
は

協
定
書
を
朗
読
し
、
両
町
村
長
、
議
長

が
協
定
書
に
調
印
し
て
交
換

、
双
方

ガ

ッ
チ
リ
握
手
し
、
姉
妹
町
村
実
現
を

祝

っ
て
万

歳
を
三

唱
し
ま
し
た
。

協

定

書

青
森
県
佐
井
村

と
北
海
道
南
茅
部
町

は
、
享
保
三

年
当
時
の
父
祖
の
代

か
ら

漁
業
を

と
と
し
て
深

い
交
流
が
な
さ
れ

た
。
こ
こ

に
、
そ

の
友
好
関
係
を
促
進

す

る
た

め
、
姉
妹
町
と
し
て
提
携
す
る
。

今
後
、
産
業
、
教
育
、
文
化
、
そ
の
他

各
分
野

に
わ
た
っ

て
交
流
を
深

め
、
両

町
村

の
繁
栄

と
幸
福
を
も
た
ら
す
た
め

一
層
の
努
力
を
す

る
こ
と
を
誓
う
。

右
記

の
合
意
を
確
認
す

る
た
め
、
こ

の
協
定

書
を

つ
く

り
両

町
村
長
、
町
村

議
会

議
長

が
署
名

す
る
。

昭
和
五
十
年
三
月
二
十
五
日

青
森

県
佐
井
村
長

松
谷
清
治

議
長

東
出

昇

北
海
道
南
茅
部
町
長
佐
藤
貞
勝

議
長

下
池

厳



総額で７６９，７９９ 千
円

一
般
会
計
予
算

六
億
三
千
五
百
五
十
五
万
一
千
円

国
保
九
千
六
百
三
十
四
万
円

簡
易
三
千
五
百
四
十
万
八
千
円

土
地
取
得
二
百
五
十
万
円

会

期

日

程

Ｏ
第
一
日
目
三
月
十
二
日
（
杰

午
前
十
時
開
会
、
会
期
を
三
月
十
二

日
か
ら
三
月
十
八
日
ま
で
の
七
日
間
と

決
定
。

Ｏ
第
二
日
目
三
月
十
三
日
（
杰

議
案
熟
考
の
た
め
休
会

○
第
三
日
目
三
月
十
四
日
（
金
）

議
案
熟
考
の
た
め
休
会

○
第
四
日
目
三
月
十
五
日
（
土
）

委
員
会

○
第
五
日
目
三
月
十
六
日
（
日
）

休
会

○
第
六
日
目
三
月
十
七
日
（
月
）

一
般
質
問

○
第
七
日
目
三
月
十
八
日
（
火
）

七
日
間
に
お
け
る
総
て
の
案
件
を
議

了
し
、
閉
会
を
宣
告
し
て
終
了
し
た
。

議
案
の
あ
ら
ま
し

○

議
案
第
六
号

昭
和
四
十

九
年

度
佐
井

村
一
般
会

計

補
正

予
算

こ
れ
は
最
終
的
補
正

で
、
国

県
支

出

金
、
地
方

債
、
そ
の
他

の
収
入

の

確
定
に
伴

な
い
補
正

す
る
も
の
で
、

既
定

の
予
算

総
額

に
、
一
千
九
百
七

十
九
万
五
千
円
を
追
加
し

、
歳
入
歳

出

そ
れ
ぞ
れ
六
億
二
千
七
百
六
十
二

万
八
千
円

と
す

る
。

Ｏ

議
案
第
七
号

昭
和
四
十
九
年
度
佐
井
村
国
民
健
康

保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

既
決

の
予
算

総
額

に
五
百
七
十
七

万
八
千
円
を
追
加
し
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
七
千
九
百
三
十
四
万
一
千
円
と

す
る
も
の
で
す

。

（
内
容
別
掲

）

○

議
案
第
八
号

昭
和
五
十
年
度
佐
井
村
一
般
会
計
予

算
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ

ぞ
れ
六
億
三

千
五
百

五
十

万
一
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

Ｏ

議
案
第
九
号

昭
和
五
十

年
度
佐
井

村
国
民
健

康
保

険
事
業
特
別
会

計
予

算

歳
入
歳

出
予

算
の
総
額

は
、
歳
入

歳
出
そ
れ

ぞ
れ
九
千

六
百
三

十
四
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

○

議
案
第
十

号

昭
和
五
十
年

度
佐
井

村
簡
易
水

道
事

業
特
別
会

計
予

算

歳

入
歳
出
予

算
の
総
額

は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
千
五
百
四
十
万
八

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
十
一
号

佐
井
村
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

職
員
の
定
数
五
十
三
名
を
五
十
七

名
に
改
め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
十
二
号

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

村
議
会
の
議
員
を
除
く
非
常
勤
の

特
別
職
の
職
員
の
報
酬
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

Ｏ
議
案
第
十
三
号

譽
貝
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
家
公
務
員
に
準
じ
た
寒
冷
地
手

当
の
引
上
げ
と
、
管
理
職
手
当
の
定

額
を
定
率
に
改
め
る
も
の
で
す
。

Ｏ
議
案
第
十
四
号

職
員
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

全
面
改
正
と
手
当
の
限
度
額
を
定

め
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
十
五
号

佐
井
村
課
等
設
置
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

水
産
課
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

○
議
案
第
十
六
号

佐
井
村
手
数
料
徴
収
条
例

地
目
変
換
に
関
す
る
証
明
、
海
難

に
関
す
る
証
明
、
印
鑑
登
録
証
の
交

付
及
び
再
交
付
は
そ
れ
ぞ
れ
一
件
に

つ
き
百
円
に
、
印
鑑
証
明
、
住
民
票

そ
の
他
の
証
明
が
、
一
件
又
は
一
枚

に
つ
き
七
十
円
に
改
正
す
る
も
の
で



す
。

○

議
案

第
十
七

号

佐
井
村
国

民
健

康
保
険
財

政
基
金

の

設
置
管
理
及
び

処
分

に
関
す

る
条
例

現

在
設
置

さ
れ
て
お
り
ま
す
佐
井

村
財
政
調
整
基
金

条
例
の
中
で
一
般

会
計

、
国
保
財
政

の
取
扱

い
が
一
本

化

さ
れ
て
い
た
も
の
を
国
保
財
政

の

健
全
化

か
ら
分

離
す
る
も
の
で
す

。

そ
の
年
度

の
療

養
諸
費
毎
月
支
払
額

の
概
ね
二
ヶ
月
分
を
積
立
限
度
額
と

し
、
毎
会
計
年

度
の
当
初
予
算

に
繰

り
入
れ
、
国
保
税

の
被
保
険
者
負
担

の
軽
減
を
図

る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
十
八
号

佐
井
村
財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部

を
改
正
す

る
条
例

（
議
案
第
十
七
号
と
関
連

）

Ｏ

議
案
第
十
九
号

佐
井

村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

現
行
条
例
で
は
、
助
産
費
が
三
万

円
で
し
た
が
、
四

月
一
日
か
ら
四
万

円

に
改
正

ず
る
も

の
で
す
。

○
議
案
第
二
十
号

佐
井

村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

Ｉ

部
を
改
正
す
る
条
例

国

、
県
の
強

い
指
導
、
要

請
が
ご

ざ
い
ま
し
た
の
で
限
度
額
を
九
万
円

か
ら
十
二
万

円
に
引
き
上
げ
る
も
の

で
す
。

○
議
案
第
二
十
一
号

佐
井

村
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関

す
る
条
例

現
行
の
印
鑑
条
例
を
全
廃
し
、
従

来
の
証
明
方
式
等
を
改
め
、
事
務
の

合
理
化
を
図

る
も
の
で
す
。

○

議
案
第
二
十

二
号

佐
井

村
消
防
団
員
の
’定
員
、
任
免

、

給
与
、
服
務
に
関
す
る
一
部
を
改
正

す
る
条
例

現
行
の
年
齢
限
度
（
五

十
五
歳
未

満

ま
で

）
を
破
棄
し
「
志

操
強
固

、

身
体
強
健
な
者
」

に
改

め
る
も
の
で

す
。

○

議
案
第
二
十

三
号

災

害
弔
慰
金

の
支
給
及
び
災
害
援
護

資
章
の

貸
付
け
に

関
す

る
条
例
の
一

部
を
改
正
す

る
条
例

第
一
点

と
し
て
災
害
弔
慰
金
を
支

給
す
る
遺
族
の
順
位
を
死
亡
者
の
死

亡
当

時
、
死
亡
者

の
収
入

に
よ
っ
て

生
計
を
主

と
し
て
維
持
し
て

い
た
遺

族
を
先

に
し

、
そ

の
他

の
遺
族
を
後

に
す
る
。
第
二
点

と
し
て
災
害
弔
慰

金

の
額

が
、
こ
れ
ま
で
死
亡
者
一
人

五

十
万
円

で
あ
っ
た
も

の
を

、
改
正

に
よ
り
死
亡
者

が
災
害
弔
慰
金
を
受

け

る
遺

族
の
生
計
を
主
と
し
て
維
持

し

た
場
合

に
あ
っ
て
は
百
万
円
、
そ

の
他

の
場
合

は
五
十
万
円

と
す
る
も

の
で
す

。
第
三
点
と
し
て
、
災
害
援

謾
資
金

の
貸
付
限
度
額
が
こ
れ
ま
で

に
五
十
万
円
を
超
え
な

い
範
囲
内
で

定

め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
改
正

に

よ

り
五
十
万
円
の
枠
を
は
ず
し
、
被

害

の
種
類
及
び
程
度

に
応
じ
限
度
額

は

、
百
万
円

と
す

る
も
の
で
す
。

○

議
案
第
二
十
四
号

川

目
、
矢
越

、
磯
谷
、
長
後
、
福
浦

牛
滝
、
野
平
辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
当
村
が
第
二
期
山
振
地
域
に
選
定

さ
れ
、
こ
の
選
定
に
伴
な
っ
て
事
業

は
昭
和
五
十
年
度
か
ら
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
以
前
策
定
し
て

い
た
辺
地
総
合
整
備
計
画
も
、
こ
の

山
振
計
画
に
よ
っ
て
全
面
的
に
変
更

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た

め
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
昭
和
五

十
三
年
度
ま
で
の
五
ヶ
年
計
画
を
辺

地
別
に
策
定
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
内
容
別
掲
）

○
議
案
第
二
十
五
号

昭
和
五
十
年
度
佐
井
村
土
地
取
得
事

業
特
別
会
計
予
算

○
議
案
第
二
十
七
号

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

県
道
編
入
に
な
っ
た
野
平
中
央
線

三
千
七
百
二
十
メ
ー
ト
ル
を
村
道
か

ら
は
ず
す
も
の
で
す
。

昭
和
五
十
年
度
予
算

村
長
提
出
議
案
説
明
（
要
旨
）

一
般
会
計
予
算
で
す
が
、
国
県
の
予

算
編
成
に
み
ら
れ
る
と
お
り
、
当
村
も

公
共
事
業
抑
制
等
の
影
響
に
よ
り
前
年

度
に
引
続
き
緊
縮
予
算
で
す
。
財
源
の

六
割
程
度
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、

三
億
九
千
三
百
三
十
二
万
二
千
円
、
国

庫
支
出
金
、
村
債
、
そ
の
他
の
歳
入
は

二
億
四
千
二
百
二
十
二
万
九
千
円
で
前

年
度
に
く
ら
べ
、
三
十
・
七
七
ハ
ー
セ

ン
ト
増
の
六
億
三
千
五
百
五
十
五
万
一

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
歳
入
財
源
の
範

囲
内
で
経
常
経
費
を
は
じ
め
山
積
す
る

住
民
福
祉
、
生
産
基
盤
の
整
備
、
環
境

整
備
等
を
行
な
う
た
め
熟
慮
を
重
ね
、

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
べ
く
努
力
し
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
の
要
求
あ
る
い
は

広
い
地
域
に
亘
っ
て
の
立
地
条
件
等
か

ら
ど
う
し
て
も
重
点
的
な
事
業
等
に
財

政
の
ウ
エ
ー
ト
を
お
く
訳
に
は
い
き
ま

せ
ん
の
で
、
結
果
的
に
見
る
と
バ
ラ
ン

ス
が
と
れ
て
お
り
ま
す
も
の
の
、
重
点

政
策
と
云
う
よ
う
な
も
の
に
つ
い
て
の

配
慮
が
非
常
に
薄
い
よ
う
な
予
算
に
な

り
ま
し
た
。

次
に
各
款
に
つ
い
て
主
な
る
も
の
を

説
明
い
た
し
ま
す
。

総
務
費
で
す
が
、
広
報
活
動
を
推
進

す
る
た
め
ト
ー
キ
装
置
の
ハ
ミ
リ
撮
影

機
を
購
入
し
、
各
種
行
事
及
び
出
か
せ

ぎ
先
の
訪
問
等
に
も
広
く
活
用
す
る
計

画
で
す
。
土
地
利
用
基
本
計
画
作
成
及

び
土
地
取
引
措
置
費
に
つ
い
て
は
、
土

地
利
用
計
画
法
の
施
行
に
伴
な
い
昭
和

五
十
年
度
に
、
市
町
村
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
対
応
す
る
経

費
で
す
。
徴
税
費
に
つ
い
て
は
、
納
税

貯
蓄
組
合
の
協
力
を
高
く
評
価
し
、
連

合
会
設
立
十
周
年
目
に
当
り
、
組
織
の

育
成
と
強
化
を
図
る
た
め
記
念
事
業
の

助
成
費
等
と
し
て
三
十
万
円
計
上
し
ま

し
た
。
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
印
鑑
取
扱
い
事
務
に
つ
い

て
の
法
制
化
は
な
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
国
か
ら
全
国
統
一
を
図
る
た
め
の

要
綱
が
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
印
鑑
条
例

と
、
証
明
方
式
を
改
め
、
戸
籍
の
調
整

を
ペ
ン
書
か
ら
タ
イ
プ
に
切
替
え
、
事

務
の
改
善
を
図
る
た
め
百
三
万
二
千
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

民
生
費
で
す
が
、
交
通
機
関
の
少
な

い
地
域
が
多
い
た
め
、
各
種
事
業
に
随

分
支
障
を
き
た
し
た
の
で
す
が
、
昭
和

五
十
年
度
は
県
で
補
助
制
度
を
と
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
福
祉
バ
ス
を
購
入
し

社
会
福
祉
含

搬
並
び
に
衛
生
事
業
に
活

用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
購
入
費
に
二

百
二
十
一
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
次

に
衛
生
費
で
す
が
、
現
在
の
焼
却
炉
が

完
成
す
る
ま
で
廃
棄
物
の
処
理
に
使
用



し
て
き
た
場
所
は
斜
面
で
あ
る
た
め
、

災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
、
隣
接
の
民

有
地
に
及
ぼ
す
影
響
ば
か
り
で
な
く
、

衛
生
上
重
大
な
問
題
に
な
り
ま
す
の
で

未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
二
百
万
円
で

土
留
工
事
を
し
ま
す
。

労
働
費
で
す
が
、
総
需
要
抑
制
と
失

業
保
険
法
の
改
正
に
よ
り
出
か
せ
ぎ
行

政
に
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
て
お
り
、

こ
う
し
た
危
機
に
対
処
す
る
た
め
労
働

行
政
業
務
全
搬
の
処
理
体
制
確
立
と
強

化
を
図
る
た
め
臨
時
職
員
を
配
置
す
る

計
画
で
す
。

農
業
振
興
費
に
つ
い
て
で
す
が
、
昭

和
四
十
五
年
か
ら
続
け
ら
れ
て
来
た
米

の
生
産
調
整
奨
励
事
業
は
、
昭
和
五
十

年
度
で
終
了
す
る
訳
で
す
が
、
こ
れ
に

対
応
し
て
、
土
地
改
良
区
で
は
中
道
地

区
に
水
田
の
用
水
不
足
に
対
処
す
る
た

め
、
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
幹
線
用
排

水
施
設
の
整
備
に
着
手
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
併
せ
て
稲
作
復
原
を
積
極
的
に

進
め
る
考
え
で
す
。
又
、
農
協
の
育
成

と
農
家
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
購
買

事
業
の
利
子
補
給
に
三
十
万
円
、
昭
和

四
十
九
年
度
完
成
の
予
定
で
し
た
野
平

飲
用
水
施
設
工
事
が
公
共
事
業
抑
制
並

び
に
資
材
の
高
騰
に
よ
っ
て
計
画
変
更

に
な
り
昭
和
五
十
年
度
に
引
き
続
き
百

五
十
七
万
四
千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
他
に
は
、
農
業
倉
庫
及
び
敷

地
、
土
地
改
良
区
水
路
工
事
な
ど
の
債

務
負
担
、
百
五
十
九
万
八
千
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

畜
産
振
興
費
で
す
が
、
昭
和
四
十
九

年
度
肉
用
牛
生
産
状
況
は
、
「
エ
サ
高

肉
安
」
で
経
営
農
家
は
か
つ
て
な
か
っ

た
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

こ
れ

は
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
あ

る
と
思
い
ま
す
が
対
策
の

一
つ
と
し
て
飼
料
の
自
給

に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
昭
和
五
十
年
度

は
、
前
年
度
か
ら
の
継
続

事
業
で
あ
り
ま
す
原
田
地

区
の
国
有
林
活
用
に
よ
る

草
地
造
成
に
九
百
四
十
七

万
三
千
円
、
野
平
地
区
飼

料
基
盤
整
備
事
業
補
助
に

百
六
十
九
万
円
、
従
前
か

ら
の
村
営
牧
場
管
理
費
に

二
百
九
十
九
万
七
千
円
、

畜
産
振
興
経
営
の
た
め
の

貸
付
ｔ
に
二
百
九
十
万
円

な
ど
を
計
上
し
て
、
畜
産
振
興
を
図
る

つ
も
り
で
す
。

地
籍
調
査
費
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五

十
年
度
の
地
籍
調
査
区
域
は
、
福
浦
、

牛
滝
、
野
平
の
三
地
区
で
一
千
百
五
万

七
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

林
業
費
で
す
が
、
直
営
部
分
林
の
経

費
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
下
刈
り
な
ど

九
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
実
施
す
る
た
め

二
百
九
十
二
万
九
千
円
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。
そ
の
他
に
は
、
北
通
り
地
区

森
林
組
合
育
成
補
助
金
三
十
万
円
、
原

田
林
道
の
田
地
買
収
費
に
百
六
十
八
万

二
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

構
造
改
善
事
業
計
画
に
基
づ
く
事
業

を
漁
業
協
同
組
合
を
中
心
に
実
施
す
る

計
画
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
漁
場

改
良
の
た
め
の
投
石
事
業
と
ア
ワ
ビ
、

ウ
ニ
の
移
殖
事
業
の
外
、
昭
和
四
十
九

年

度
に
建
設
し
た
種
苗

供
給
施
設
の
内

部
設
備
を
充
実
す

る
計
画
で
す
。
二

つ

と
し

て
は
、
漁
協
青
年
婦
人
部
で
実
施

し

て
い
る
ア
ワ
ビ
、
ホ
ヤ
、
ホ

タ
テ
養

殖

の
企
業
化
試
験

に
対
し
て
も
助
成
す

る
計
画
で
す

。
そ
の
他
、
制
度
資
金
に

係

る
漁
村
住
宅
改
良
資
金
及
び
漁
業
近

代
化
資
金
の
利
子
補
給
な

ど
一
千
二
百

六
十
六
万

一
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

商
工

費
に
つ
い
て
で
す
が
、
最
近
の

社
会
情

勢
は
物
価

の
高

騰
、
総
需
要
抑

制
に
伴

な
う
金
融
引
締

め
の
情
勢

で
す
。

従

っ
て
中
小
企
業

の
資
金
繰

は
、
益

々

行

詰
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
予
想

さ
れ
そ
の
対

策
の
一

つ
と
し

て
商
工
業

者
の
指
導
機
関
で

あ
る
商
工

会

の
充
実

を
図

る
た
め
育
成
補
助
を
前
年
度

に
引

続

き
計
上
し

て
お
り
ま
す

。
又
、
資
金

の
融
通
を
円
滑

に
し
て

経
営

の
安
定
を

図
る
た
め
信
用
保
証
協
会

及
び
中
小
企
業
者
に
対
す

る
貸
付
金
の
枠
を
財
政
の

許
す
範
囲
内
で
拡
大
し
貸

付
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

観
光
費
で
す
が
、
年
ご

と
に
増
大
す
る
観
光
客
の

需
要
に
対
応
す
る
た
め
受

け
入
れ
施
設
の
整
備
を
図

っ
て
来
ま
し
た
が
、
昭
和

五
十
年
度
は
牛
滝
に
公
衆

便
所
新
設
に
二
百
十
五
万

円
、
そ
の
他
観
光
地
清
掃

費
及
び
施
設
補
修
な
ど
を

も
っ
て
観
光
施
設
の
整
備

と
管
理
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思

い
ま

す
。

漁
港
建
設
費
で
す

が
、
漁
業
の
生
産

基
盤
で

あ
る
漁
港

の
早
期
整
備
に

つ
い

て
は
、
機
会

あ
る
ご
と

に
み
な

さ
ま
の

ご
協
力
を

い
た
だ

气

関
係
省
庁

に
要

望
、
陳
情
を
し
て
来
ま
し
た
が
、
公
共

事
業
の
抑
制

に
は

ば
ま
れ
、
昭
和
五
十

年

度
の
国
の
伸
率
は
ゼ
ロ
に
等
し

い
状

態
で
す

。
し

か
し
、
村
管
理
漁
港
の
昭

和
五
十
年
度
計
画
は
、
原
田
漁
港

局
部

改
良
に
一
千

百
二
十
八
万
円

、
関

連
道

路
用
地
買
収
に
百
万
円

、
福
浦
漁

港
に

つ
い
て
は
、
一
部
繰
延
工

事
が
あ
り
ま

し

た
の
で

南
物
揚
場
三
十

丁

五

メ
ー

ト
ル
を
本
年
度
の
一
千
五
百
五
十
一
万

円

と
、
昭
和
四
十

九
年

度
繰
延
工
事
費

六
百
万
円
の
合
併
施
工

す
る
も
の
で
す

。

尚
、
県
単
事
業
で
要
望
し
て
お
り
ま
す

磯
谷
漁
港
の
西
護
岸
か
さ
上

げ
、
矢

越

補 修 さ れ る 水 路

種 苗 供 給 施 設

原 田 漁 港 関 連 道



改良 さ れる谷 地町線

漁
港

の
消
波
工

設
置
事
業
に
は
、
県

自

体

で
財
源

の
捻
出

に
苦
慮
し
て
い
る
状

況
で
す

が
、
な
ん

と
か
実
施
す
る
よ
う

に
努
力
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

土
木
費
で
す
が
、
地
方
道
特
殊
改
良

第
一
種
事
業

と
し
て
、
谷
地
町
線
の
改

良
事
業
に

六
百
十
万
九
千
円

、
広
域
市

町
村

圈
整
備
対
策
事
業
債
対
象
路

線
と

し
て
大
佐
井

浜
町
線
の
改
良
事
業
三
百

九
十

六
万
円
と
昨
年
度
整
備
し
ま
し

た

川
目
、
台
場
、
大
沢
線
の
舗
装
整
備

の

状
況
は
、
幹
線
道
路
㈲
除

い
て
未

整
備

の
ま
ま
放
置

さ
れ

て
お
り
ま
す
の
で
、

こ

の
よ
う
な
地
域

か
ら
整
備
す
る
計
画

で
三
百
五
万
円
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

公
有

財
産
購
入
費
の
原
田
折
浜
道
路

に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
四
年
頃
、
関

係
者
の
了
解
を
得
ま
し
て
道
路
を
開
設

し

た
も
の
で
す
が
用
地
は
、
未
買
収

の

ま
ま
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
本
年
度

に
買
収
す

る
も

の
て

飛

川
磯
線
の
道

路
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

ブ
ル

ド
ー

ザ
ー
、
ダ
ン
プ
カ
ー
を
重
点
的

に
配
置

し
て
整
備

す
る
た
め
百
五
万
円
計
上
し

ま
し
た
。
長
年

の
懸
案
事
項
で

あ
り
ま

し
た
磯
谷
以
南

の
西
海
岸
線
県
道
編
入

に
つ
い
て
は
、
福
浦

ま
で
殆
ん

ど
確
定

し
ま
し
た
。
今
後

は
、
牛
滝

ま
で
の
全

路
線
を
県

道
編
入
に
す

る
た
め
交
渉
、

陳
情
を
積

極
的
に
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

消
防
費
に
つ

い
て
は
、
乏
し

い
財
政

な
が
ら
施
設
設
備
基
準

に
添
う

た
め
年

次
計
画

を
も
っ
て
消
防
力

の
強
化

に
は

特
に
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
五
十

年
度
は
、
消

防
団

員
の
報
酬

、
手
当

の

引
上

げ
と
防
火

水
槽
を
営
林
署
前
と
保

育

所
前
の
ニ
ケ

所
に
計
画
し
ま
し

た
。

教
育
費
で
す
が
、
総
務
費
は
匸

二
十

九
人
乗
り
の
ス

ク
ー
ル
バ

ス
購
入
費
四

百
万

円
、
奨
学
資
金
六
百
三
十
万
円

、

社
会
科
副
読
本
と
し
て
五

十
万
円
を

み

て
お
り
ま
す
。
学
校
建
設
費

に
つ
い
て

は
、
前
年
度
よ
り
懸
案

で
あ
っ
た
牛

滝

中
学
校
へ
き
地
集
会
室
一
千
三
百
五
十

万
四
千
円

、
福
浦
中
学
校
教
員
住
宅
（

二
棟
三
戸
）
六
百
八
十
四
万

五
千
円
、

長
後
小
中

学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
二
百
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
社
会

教
育
費

に

つ
い
て
は
、
派
遣
社
会

教
育
主

事
の
配

置
を
機
会

に
青
少
年
教
育
、
婦
人
教
育

そ
の
他
社
会
社
育
と
公
民

舘
活
動
を
充

実
す

る
た
め
、
積
極
的
な
振
興
を
期
待

し
て
前
年

度
に
く
ら

べ
六
十
五

パ
ー
セ

ン
ト
増
の
八
百
八
十
九
万

一
千
円

を
計

上
し

ま
し

た
。
保
健
体
育
費
に

つ
い
て

は
、
村
民
の
健
康
づ
く
り
、
体
育
団
体

の
要
望
を
勘
案
し
、
二
百
六
十
四
万
一

千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
で
す
が
、
本
事
業
は
、

昭
和
四
十
九
年
の
融
雪
災
害
に
よ
る
西

海
岸
線
の
災
害
復
旧
事
業
で
す
。
昭
和

四
十
九
年
度
に
一
部
施
工
し
ま
し
た
弋

昭
和
五
十
年
度
は
六
ヶ
所
二
百
五
十
メ

ー
ト
ル
を
二
千
四
百
二
十
三
万
円
で
復

旧
す
る
も
の
で
す
。

次
に
国
保
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

で
す
が
、
ご
承
知
の
と
お
り
昨
年
二
月

と
十
月
の
二
回
に
亘
た
り
医
療
費
の
改

正
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
又
、
老
人
医

療
の
無
料
化
と
高
額
療
養
費
支
給
制
度

に
よ
り
医
療
費
の
波
及
が
非
常
に
多
く

な
り
、
国
保
財
政
を
圧
迫
し
て
来
ま
し

た
。
全
国
的
に
も
、
国
民
健
康
保
険
制

度
が
始
ま
っ
て
以
来
の
財
政
危
機
に
直

面
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
す
。
本
村

に
於
い
て
も
医
療
費
の
伸
び
率
は
他
町

村
に
く
ら
べ
て
著
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。

昭
和
四
十
九
年
度
と
の
四
月
か
ら
十
二

月
ま
で
の
九
ヶ
月
分
の
医
療
費
を
対
比

し
た
場
合
五
十
・
一
六
パ
ー
セ
ン
ト
の

増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
然
増
等
を

加
え
る
と
昭
和
五
十
年
度
は
最
低
で
も

六
十
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
（
推
計
）
の
医
療

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
、
状
況
の
中
で
予
算
編
成
に
当
り
ま

し
て
は
、
保
険
財
政
の
健
全
性
を
主
眼

と
し
た
最
小
の
費
用
で
最
少
の
効
果
を

期
す
べ
く
配
慮
し
ま
し
た
。

簡
易
水
道
特
別
会
計
予
算
で
す
が
、

福
浦
地
区
の
改
良
工
事
に
つ
い
て
は
、

昭
和
四
十
七
年
度
に
改
良
事
業
を
実
施

し
、
地
下
水
か
ら
の
ポ
ン
プ
ア
。
プ
と

旧
水
源
池
か
ら
の
湧
水
で
給
水
を
行
な

っ
て
き
ま
し
た
が
、
最
近
、
水
源
池
の

湧
水
に
不
足
を
き
た
し
福
浦
診
療
所
か

ら
山
手
方
面
は
充
分
に
給
水
が
で
き
な

い
た
め
、
地
下
水
を
配
水
池
に
送
水
し

不
便
を
解
消
す
る
も
の
で
す
。
又
、
佐

井

地
区

の
水
道
管

切
替
え
し
、
古
佐
井

川

の
堤
防

敷
を
県

か
ら
占
用
を
受
け
、

そ
れ
に
埋
設
し

た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

土
地
取
得
事

業
特
別
会

計
予
算

に
つ

い
て
で
す
が
、
国
で

は
地
方
公
共
団
体

が
土
地
の
先
行
取
得
を
容
易

に
す

る
た

め
、
地
方
交
付
税

に
財
政
措
置
を
講

じ

て
お
り
ま
す
。

出
か
せ
ぎ
者
の
み
な
さ
ん
が

側
溝
の
掃
除
を
行
な
い
ま
し
た

三
月
二
十
八
日
、
午
前
八
時
か
ら
十

一
時
ま
で
約
六
十
人
が
参
加
し
日
頃
、

掃
除
さ

れ
て
い

な
い
側

溝
を
、

ま
た
た

く
ま
に

き
れ
い

に
し
ま

し
た
。

こ
れ

は
「
出

か
せ
ぎ

に
出
て

い
る
間

家
族
の

み
ん
な

が
、
世

に
に
な
っ
て

い
る
か
ら
」

と
、
行

な
っ

た
も
の
で
す
。

出

か

せ
ぎ
者

の
み

な

さ
ん

、

家

族
の

こ
と
は

心
配

し

な
い
で

か
ら
だ

に
気
を

つ
け
て

働
い
て

下

さ

い
。

側 溝 掃 除 光 景



保

健

婦

だ

よ

り

健

康

を
つ

く

る

三

つ

の
柱

”
食

べ

る
”

”
体

を
動

か

す
〃

”
休

養

す

る
”

こ

の
三

つ

は
私

た
ち

が
健

康

を

つ

く

る
上

で

も

っ

と

も
大

切

な

こ
と

で

す

。

こ

の

ご
ろ

は
公

害

や
環

境

汚

染

自
動

車

ラ

ノ

ン
ユ
等

と

健
康

を

守

り

に

く

い
世

の
中

で

す

が

、

い
ま

こ

そ

自

分

の

健
康

は
自

分

で

守

る

と

い
う

日

ご

ろ

の

心

が

け

が
大

切

で

す

。

運
動

進

ん
で

か
ら

だ
を

動

か

す

○

中

年

す

ぎ

の
運

動

は
、

ま

ず

医

学

検

診

を

受

け

て

か
ら

○

見

る
ス

ポ

ー

ツ

か
ら

や

る
ス

ポ

ー

ツ

ヘ

〇

日

常

生

活

は
活

動

的

に

０

か

る
く
汗

ば

む

程

度

の

運

動

を

週

四

回

栄
養

バ

ラ

ン

ス

の

と

れ

た

食

事

を

年

代

に
合

っ
た

食

事

を

離

乳

食

幼

児

食

学

童

食

成

人

食

妊

産

婦

食

老

人

食

休
養

夜
は
ぐ
っ
す
り
睡
眠

、
休
日

は

リ
ラ
ッ
ク
ス

Ｏ

寝

つ
き
の
悪

い
人
は
軽

い
運
動
を

○

極
度
の
空
腹
、
満

腹
を
さ
け
よ
う

○

静
か
な
雰
囲
気
の
中

で

○

夜
は
十
二
時
前
に
床
に
つ
く

Ｏ

入
浴
す

る

昭

和

五

十

年

度

地

籍

調

査

事

業

に

つ

い

て

昭
和
五
十
年
度
の
当
村
の
地
籍
調
査

事
業
実
施

に
つ
い
て
、
四

月
一
日
に
告

示
し

て
い
ま
す

が
、
そ
の
概
要

を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

一
、
調
査
区
域

大
字
長
後
字
喜
平
治
山
、
沼
ノ
平

福
浦

、
福
浦
川
目
、
緇
間
、
牛
滝

牛
滝
屋
敷
裏
、
縫
道
石
、
野
平

二

、
調
査
面
積

四
・

一
九
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル

三
、
調
査
期
間

昭
和
五
十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

五
十

一
年
三
月
三

十
一
日

昭
和
五
十
年

度
の
地
籍
調
査
の
説
明

会
を
四
月
三
日

福
浦
、
牛
滝
、
四

月
八

日
野
平

で
開
催
し

て
お
り
ま
す
が
、
説

明
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、

い
つ
で
も

気
軽

に
係

に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

な
气

一
筆

調
査
開
始

は
、
四
月
十

五
日

を
予

定
し
て
い
ま
す
弋

調
査
対

象
者
は
、
あ
ら
か

。、肩

隣
り
の
地
主

の

方
と
よ
く
相
談
の
う
え
境
界

を
定
め
境

界
の
周
囲
の
雑
木

、
雑
草
な
ど
を
刈
払

っ
て
お

い
て
く
だ
さ

い
。

農
林

経
済
課

国

土
調
査
係

戸

籍

の

窓

口

四
月
八
日
現
在

○

お
誕
生
お
め
で
と
う

田
名
部

直

仁
（

久

）
古

佐
井

渋

谷

美

佳

言

睦

男

）
古
佐
井

島

野

学
（
芳

弘

）
大
佐
井

内

藤

美
奈
子
（
正

樹

）
福

浦

山

本

恵
（
要

吉

）
古
佐
井

大

石

美
由
紀
（
光

明

）
長

後

荒

川

る
り
子
（
政

勝

）
大
佐
井

山

本

加
奈
子
（
輝

明

）
古
佐
井

木

下

ひ
と
み

言
升

次

）
矢

越

奥

本

さ
く
ら
（
敏

男

）
古
佐
井

坂

井

由
里
香
（
清

利

）
牛

滝

宮

沢

光

江
（
光

男

）
大
佐
＃

Ｏ

ご
結
婚
お
め
で
と
う

西

谷

和

人

冥

佐
井

）

（
田

中

成

子

爪

水
市

）

川

越

一

伸

（
大
佐
井

）

（
雀

庵

憲

子

（
輪
島
市

）

岡

田

害
ご

二

（
中
島
町

）

（
宮

川

ム
ツ
子

（
大
佐
井

）

福

田

一

幸

（
磯

谷

）

（
岡

田

光

子

（
八

郷
町

）

中

村

新

一

（
矢

越
）

（
東

ヤ

ス

（
川
内

町
）

大

滝

義

親

（

銚
子

市

）

（
佐

藤

京

子

（
原

田

）

中

新

信

愽

（
大

畑

町

）

（
石

戸

三

好

（
古

佐
井

）

相

内

正

雄

（

む

っ
市

）

（
山

本

゛
サ
子

（
古

佐
サ

伊

勢

和

幸

（
古

佐
井

）

（
佐

゛
木

律

子

（

浪

岡

町

）

河

原

紀

久

男

（

旭

川
市

）

（
鍛

治

智

恵

子

（

矢

越

）

東

出

秀

雄

（

大

佐
井

）

（
吉

原

初

春

（

日

向

市

）

茅

花

一

実

（
江

別

市

）

（
畑

中

清

子

（

大

佐
井

）

川

村

道

男

（

大

佐
井

）

（
中

野

和

子

（

知

名

町

）

村

井

塵

二
郎

（

大

畑

町

）

（
須

藤

害
ｔ

子

（
川

旦

岡

本

高

男

（
大

佐

井

）

（
樋

口

邦

子

（
大

佐
井

）

中

村

春

見

（
古

佐

井

）

（
森

と

み

子

（
川

崎

町

）

阿

部

武

悛

（
古

佐

井

）

（
滝

本

る

り

（

長

後

）

田

中

六

男

（

矢

越

）

（
高

山

麗

子

（

新

冠

町

）

○

お

く

や

み

申

し

上

げ

ま

す

佐

々
木

さ
よ
（

岩

太

郎

）

古

佐

井

田

中

条

吉
（

弥
左
衛
門
）

福

浦

福
田

す
も
（

武

松

）

磯

谷

須
田

照

幸
（
は

る

子

）

野

平

間
山

末

五

郎
（
茂

見

古

佐

井

村

政

の

窓

口

三
月

三
日

保
育
所
入
所
実
態
調

査

四
日

冬
期
へ
き
地
巡
回
診

療

五
日

失
業
認
定

出
稼
健
康
診
断

六
日

民
生
委
員
協
議
会

十
二
日

定
例
議
会
（
十
八
旦

十
三
日

納
税
申
告
（
十
四
旦

十
六
日

佐
井
地
区
安
全
協
会

総
会

二
十
二
日

災
害
対
策
議
員
協
議

会

二
十
五
日

南
茅
部
町
と
の
姉
妹

町
村
調
印
式

三
十
一
目｛

議
員
全
員
協
議
会

交
通
安
全
対
策
協
議

会

四
月

二
日

失
業
認
定

保
母
採
用
試
験

観
光
協
会
総
会

交

通

安

全

協

会

佐

井

支

部

二

万

円

寄

付

す

る

去

る
三

月
十
六
日
、
支
部
総
会

の
際

、
総
会
費
用

の
残
額
二
万

円

を
交
通
安

全
施
設

の
費
用

に
あ
て

で
下

さ
い
と
寄
付

さ
れ
ま
し
た

。
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